
FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.
〒444-8558 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋1番地
TEL : 0564-31-2211（代）
URL : http://www.futabasangyo.com/

第98期 中間株主通信

証券コード：7241

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

2011年4月1日    2011年9月30日

010_0740101602312.indd   2 2011/11/11   9:41:58



FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

トップメッセージ 財務ハイライト

ごあいさつ

代表取締役社長  三島 康博

　株主の皆様におかれましては、日頃より、フタバ産業株式
会社ならびにフタバグループ各社をご支援いただきまして、
誠にありがとうございます。
　第９8期中間期（２０１1年４月１日から２０１１年9月３0日）
の株主通信をここにお届けいたします。

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、中国、イ

ンドを始めとした新興国において、内需を中心とする景気

拡大が続いているものの、欧州のユーロ加盟国での財政・金

融問題、米国の景気低迷や財政赤字の拡大もあり、景気の

先行きには不透明感が増しております。

　国内経済は、東日本大震災の影響による生産活動の停滞

や個人消費の低迷から徐々に持ち直してきてはおりますが、

急激な円高の影響や世界経済の減速懸念等もあり、厳しい

状況が続いております。

　当社グループの主要取引先であります自動車業界におき

ましては、世界的な需要は緩やかな回復基調にあり、国内市

場におきましては、東日本大震災の発生による各カーメー

カーの減産による大きな影響はありましたが、復旧の進展と

ともに回復の兆しが見られつつあります。

　こうした状況のなか、当社グループにおきましては、生産体

制の見直し、生産効率の向上、原価改善の推進、物流費の低

減などの改善等、グループ一丸となり、取組んでまいりました。

　当第２四半期連結累計期間における連結業績は、東日本

大震災の影響による生産縮小により、売上高は、1,627億円

（前年同四半期比14.2％減）となり、利益につきましては、営

業損失４億円（前年同四半期は64億円の営業利益）、経常

損失19億円（前年同四半期は37億円の経常利益）、四半期

純損失は32億円（前年同四半期は11億円の四半期純利益）

となりました。

　当社は、株主の皆様の利益向上を経営の重要課題のひと

つとし、利益配分につきましては、安定的な配当の維持を

基本に、経営成績・配当性向などを総合的に勘案し、株主の

皆様のご期待に沿うよう努めております。しかし、当第２

四半期につきましては、四半期純損失を計上し、当社の利

益剰余金が負値となっておりますことから、誠に遺憾なが

ら、第2四半期の配当の実施を見送らせていただきます。

中間配当について

当中間期の業績
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FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

トップメッセージ 財務ハイライト
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中期経営計画

2020年度（2021年3月期）
新興国での拠点倍増

●グローバル化
　拡大

●環境対応商品の
　開発促進
●自動車事業依存
　リスクの軽減

強い現場力の構築 グローバル対応の強化スピード感溢れる経営

企業競争力の向上

モノづくりで
社会に貢献

挑戦する人の
集団

新しい価値を
世界へ提供

●CSR経営の促進
●人材育成の強化

地域別売上計画

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

　2020年度にむけて、当社の目指す姿および数値目標を
「ＶＩＳＩＯＮ２０２０」とし、以下のとおり策定いたしました。
　国内市場の成熟化および、新興国市場の成長性を考え、海
外拠点を中国、東南アジアの新興国を中心に展開し、さらな
る成長を目指してまいります。 
　また、当社のコア技術であるプレス・溶接技術を磨き、「環
境」「省エネ」をキーワードに自動車部品事業を中心に環境
関連分野へ商品を拡大してまいります。こうした活動に対
し、スピード感溢れる経営を行ってまいります。 
　2020年度の目標として海外売上比率50％、連結売上高 
6,000億円、営業利益率７％を目指してまいります。 

　2011年度から2013年度までの中期経営計画として
以下の基本方針を設定いたしました。当社は
VISION2020に向けて、この中期経営計画を確実に
実行し、新たな成長へ踏み出してまいります。

TPS（トヨタ生産方式） を基軸と
した生産性向上活動を、国内から
さらにグローバルに展開し、需要
の変動に柔軟に対応してまいり
ます。 

個々の成長と
チームワーク

強い現場力

個々の成長
チームワーク

グローバルに対応できる多様な人材を育成し
てまいります。コミュニケーション活性化活動
をさらに推進し、立場を超えて助け合いので
きる職場づくりを行ってまいります。

新成長分野
への進出

自動車テクノロジーの進化に対応し、環
境をキーワードとした商品の拡大につ
とめ、お客様のニーズを的確に捉えた
商品開発を展開してまいります。

現調化・現地化

自工程完結

シンプル
スリム
コンパクト
生産設備

コンプライアンス

地域統括

新拠点

風土
顧客開拓

環境商品

TPS

新成長分野

スピード経営 CSR経営

グローバル化

成長する新興市場へ足がかり
となる拠点を配置し、確実な参
入をしてまいります。 

素早い意思決定、素早い行動を行うスピード経営を目指します。社会から
信頼され期待される企業となるべくCSR経営を実行してまいります。 

VISION2020

※2011年3月時点 海外14拠点

現状拠点
新規拠点候補
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日本フタバの技術を海外留学生へ伝授

ＤＰＦ
　（ディーゼルエンジンの
　　排出ガスの有害ガスを
　　　除去する装置）
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改善後
シンプル、スリム、コンパクトな
生産ライン構築により生産性
が向上 東南アジアエリアに新拠点を

重点的に開設

統括会社
新規拠点候補
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自動車部品

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

情報環境機器部品
主な製品

　当社の排気系システムは、環境性能とエンジンの
動力性能を高次元でバランス良く実現し、国内外の
カーメーカーから高く評価されています。
　ボディ部品、足回り部品などの分野においても、最
先端の技術で、安全性、信頼性、コスト競争力に優れ
た製品を生み出しています。
　また、環境問題に対応すべく、未来を見据えた開発
活動も積極的に行っています。

　当社グループの当中間期の連結業績は、世界経済
の減速懸念等もあり、厳しい状況が続いておりま
す。セグメント別の状況は、売上高で日本1,109億
円、北米171億円、欧州124億円、アジア266億円、
営業利益で日本△18億円、北米△10億円、欧州1億
円、アジア21億円となりました。

　お客様との同時設計が可能な開発体制と充実した
試験環境を有し、設計・開発・生産・納入まで一貫した
体制による高付加価値のものづくりを進めています。

●カラー複合機向けトレイモジュール
●各種精密部品
●家庭用燃料電池向け改質器

主な製品
●排気系部品
●足回り部品
●ボディ部品
●燃料系部品

排気系部品

ボディ／内外装部品 燃料系部品

燃料タンク

センター
ボディ
ピラー

フロント
ボディ
ピラー

シート
フレーム

フェンダーシールド

インパネ
リインホース

エキゾースト
マニホールド

排気系システム

DPF

足回り部品

フロントサブフレーム リアアクスルビーム

トレイモジュール
各種精密部品

■日本 ■北米 ■欧州 ■アジア
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4,000
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（第２四半期累計）

※セグメント間取引については、相殺消去しております。

キャニスター

グローバル展開 事業のご紹介売上高

　当社は、今後もビジネスの拡大が見込まれ、中長期の成長戦略
における重要市場の一つである中国において、更なる事業強化に
向けた意思決定の迅速化に対応していくために、統括会社を設立
することといたしました。また、当社のグローバル戦略並びに北米
地域戦略としての北米事業の工場運営/経営の意思決定の迅速
化、効率化、及び自立化を推進するために、地域統括会社を設立す
ることを決定いたしました。

　アジアの自動車市場は将来にわたり大きな成長が見込まれ
る市場であります。インドネシアにおきましては当社の主要顧
客各社が本格的に自動車生産を行っており、今後アジアにおけ
る重要な生産拠点になることが期待されております。当社は現
地顧客のニーズに応えるために現地での生産体制を確立し、ア
セアン地域での事業の拡大と充実を図るため、2011年10月イ
ンドネシアに自動車用部品の製造子会社を設立しました。

インドネシアに新会社 北米・中国に統括会社設立

2010/3 2011/3 2012/3
（第2四半期累計）

（単位：億円） 海外売上比率 （単位：％）

現状拠点　　新規拠点　　統括会社

32.3
36.9 34.4
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自動車部品

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.
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■日本 ■北米 ■欧州 ■アジア
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（第２四半期累計）

※セグメント間取引については、相殺消去しております。

キャニスター

グローバル展開 事業のご紹介売上高

　当社は、今後もビジネスの拡大が見込まれ、中長期の成長戦略
における重要市場の一つである中国において、更なる事業強化に
向けた意思決定の迅速化に対応していくために、統括会社を設立
することといたしました。また、当社のグローバル戦略並びに北米
地域戦略としての北米事業の工場運営/経営の意思決定の迅速
化、効率化、及び自立化を推進するために、地域統括会社を設立す
ることを決定いたしました。

　アジアの自動車市場は将来にわたり大きな成長が見込まれ
る市場であります。インドネシアにおきましては当社の主要顧
客各社が本格的に自動車生産を行っており、今後アジアにおけ
る重要な生産拠点になることが期待されております。当社は現
地顧客のニーズに応えるために現地での生産体制を確立し、ア
セアン地域での事業の拡大と充実を図るため、2011年10月イ
ンドネシアに自動車用部品の製造子会社を設立しました。

インドネシアに新会社 北米・中国に統括会社設立

2010/3 2011/3 2012/3
（第2四半期累計）

（単位：億円） 海外売上比率 （単位：％）

現状拠点　　新規拠点　　統括会社

32.3
36.9 34.4
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FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

財務諸表

科　　目
当第2四半期
連結累計期間
自2011年4月 1 日（� ）至2011年9月30日

前第2四半期
連結累計期間
自2010年4月 1 日（� ）至2010年9月30日

売上高 162,749 189,767

　売上原価 155,347 174,859

　売上総利益 7,402 14,907

　販売費及び一般管理費 7,870 8,505

営業利益又は営業損失（△） △ 468 6,401

　営業外収益 1,379 744

　営業外費用 2,872 3,369

経常利益又は経常損失（△） △ 1,961 3,776

　特別損失 ─ 537

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△） △ 1,961 3,238

　法人税等 795 742

　少数株主損益調整前四半期純利益又は
　少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 2,757 2,496

　少数株主利益 494 1,393

四半期純利益又は四半期純損失（△） △ 3,251 1,102

科　　目
当第2四半期
連結累計期間
自2011年4月 1 日（� ）至2011年9月30日

前第2四半期
連結累計期間
自2010年4月 1 日（� ）至2010年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,503 16,846

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 7,508 △ 9,280

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,655 △ 11,158

現金及び現金同等物に係る換算差額 658 △ 749

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,308 △ 4,341

現金及び現金同等物の期首残高 16,517 20,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,825 15,673

四半期連結キャッシュ･フロー計算書 （単位：百万円）

科　　目
当第2四半期
連結会計期間末
（2011年9月30日）

前連結会計年度末
（2011年3月31日）

資産の部
流動資産 90,472 77,611

　現金及び預金 18,181 16,727

　受取手形及び売掛金 48,022 38,445

　その他 24,390 22,542

　貸倒引当金 △  121 △  102

固定資産 131,959 139,354

　有形固定資産 110,095 116,545

　無形固定資産 1,057 413

　投資その他の資産 20,805 22,394

資産合計 222,431 216,966

負債の部
流動負債 133,390 112,687

　支払手形及び買掛金 51,013 42,550

　短期借入金 40,987 39,313

　その他 41,390 30,823

固定負債 41,746 52,736

　長期借入金 23,690 33,971

　その他 18,056 18,765

負債合計 175,137 165,423

純資産の部
株主資本 35,507 37,152

　資本金 11,820 11,820

　資本剰余金 12,382 12,382

　利益剰余金 11,451 13,095

　自己株式 △ 146 △ 146

その他の包括利益累計額 △ 372 925

少数株主持分 12,158 13,465

純資産合計 47,294 51,542

負債純資産合計 222,431 216,966

連結財務諸表

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円） 四半期連結損益計算書 （単位：百万円）
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FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

財務諸表

科　　目
当第2四半期
会計期間末

（2011年9月30日）

前事業年度
（2011年3月31日）

資産の部

流動資産 56,586 42,763

固定資産 96,478 99,761

資産合計 153,064 142,525

負債の部

流動負債 98,542 72,230

固定負債 27,148 39,295

負債合計 125,691 111,526

純資産の部

株主資本 23,412 25,556

評価・換算差額等 3,960 5,442

純資産合計 27,373 30,998

負債純資産合計 153,064 142,525

科　　目
当第2四半期
累計期間

自2011年4月 1 日（� ）至2011年9月30日

前第2四半期
累計期間

自2010年4月 1 日（� ）至2010年9月30日

売上高 109,810 124,495

　売上原価 106,095 117,146

　売上総利益 3,715 7,349

　販売費及び一般管理費 5,071 5,441

営業利益又は営業損失(△) △1,355 1,908

　営業外収益 1,611 922

　営業外費用 2,159 2,194

経常利益又は経常損失(△) △1,903 636

　特別損失 ─ 1,358

税引前四半期純損失(△) △1,903 △721

　法人税等 29 39

四半期純損失(△) △1,933 △760

 個別財務諸表

四半期貸借対照表 （単位：百万円） 四半期損益計算書 （単位：百万円）

環境・社会報告書を発行しました。
「環境・社会報告書」は、当社の環境・社会性分野における一年間の活動結果と今後の計画をご紹介
する年次報告書です。ステークホルダーの方々との大切なコミュニケーションツールとして、今回
初めて発行いたしました。（会社HPにPDF版を掲示しております。）
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株式の状況

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

会社の概要 （2011年9月30日現在）

会社概要

設 立 1935年３月25日
創 立 1945年11月₁日
資 本 金 118億2,017万円
従 業 員 数 9,680名（連結）
事 業 内 容 自動車等車両部品、情報環境機器部品、治具

溶接機等の製造及び販売

取締役及び監査役

取締役社長
（代表取締役）

三 島 康 博 取 締 役 中 村 　 裕

取締役副社長
（代表取締役）

花 井 徹 生 取 締 役 濱 田 伸 治

専務取締役 北 川 淳 治 取 締 役 簗 瀬 研 三

常務取締役 佐 々 木 康 夫 取 締 役 岩 月 幹 雄

常務取締役 髙 倉 昭 博 常勤監査役 七 原 直 久

常務取締役 杉 木 梅 信 社外監査役 高 江 　 暁

常務取締役 土 屋 信 悟 社外監査役 本 村 博 志

常務取締役 二 井 広 一 社外監査役 清 水 良 二

関連会社

協祥機械工業有限公司（台湾）
P.T.KomponenFutabaNusapersada(インドネシア）
三恵工業株式会社（岡山県）

事業所

本社・岡崎工場 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋₁番地
TEL　0564−31−2211

緑 工 場 愛知県豊田市緑ヶ丘6丁目1番地
知 立 工 場 愛知県知立市逢妻町道瀬山110番地
幸 田 工 場 愛知県額田郡幸田町大字長嶺字柳沢1番1
六 ッ 美 工 場 愛知県岡崎市在家町字向前田38番地
高 橋 工 場 愛知県岡崎市高橋町字一二三24番地
田 原 工 場 愛知県田原市緑が浜1号5番

連結子会社の状況

会社名 所在地 資本金 議決権比率
㈱フタバ伊万里 佐賀県 460百万円 100.0%
㈱フタバ平泉 岩手県 495百万円 100.0%
㈱アピックス 愛知県 30百万円 75.0%
FICアメリカ㈱ 米国 75百万米ドル 100.0%
フタバインディアナアメリカ㈱ 米国 10百万米ドル 100.0%
フタバインダストリアルテキサス㈱ 米国 10百万米ドル 100.0%
FIOオートモーティブカナダ㈱ カナダ 32百万カナダドル 100.0%
フタバ・テネコUK㈱ 英国 18百万英ポンド 51.0%
フタバインダストリアルUK㈱ 英国 15百万英ポンド 100.0%
フタバチェコ㈲ チェコ 1,000百万チェココルナ 85.0%
雙葉科技㈱ 香港 56百万香港ドル 95.0%
双叶金属制品（深圳）㈲ 中国 150百万香港ドル 100.0%
天津双協機械工業㈲ 中国 6百万米ドル 50.0%
天津双叶協展機械㈲ 中国 11百万米ドル 51.0%
広州双叶汽車部件㈲ 中国 29百万米ドル 51.0%
東莞双叶金属制品㈲ 中国 7百万米ドル 100.0%
双叶金属制品（常州）㈲ 中国 2百万米ドル 100.0%
FMI オートモーティブコンポーネンツ㈱ インド 900百万インドルピー 51.0%

webサイトのご案内
 http://www.futabasangyo.com/
■ ホームページ

■ 株主・投資家情報ページ
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株式の状況

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

会社の概要 （2011年9月30日現在）

株式分布状況

■ 外国法人等 11,232千株（16.1%）
■ 金融機関 22,046千株（31.5%）
■ 金融商品取引業者       632千株 （0.9%）
■ その他の法人 13,546千株（19.3%）
■ 個人その他 22,592千株（32.2%）
※個人その他には自己及び保振名義株式93千株（0.1％）
　を含みます。

所有者別
持株比率
70,049千株

株式の状況

200,000,000株

70,049,627株

10,872名

株主名 持株数（千株） 所有比率（％）

トヨタ自動車株式会社 8,585 12.25

日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社 5,132 7.32

株式会社三井住友銀行 3,063 4.37

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,969 4.23

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 2,919 4.16

ビービーエイチ493025ブラックロック
グロバルアロケーション 2,204 3.14

フタバ協力会持株会 1,455 2.07

ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー 1,355 1.93

株式会社三菱東京UFJ銀行 1,290 1.84

中央三井信託銀行株式会社 1,162 1.65

株主数の推移

2010/32009/32008/3 2011/3 2011/9

（単位：名）

5,526

11,961 11,727
10,87211,058

発行可能株式総数

発行済株式の総数

株主数

大株主
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FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.
〒444-8558 愛知県岡崎市橋目町字御茶屋1番地
TEL : 0564-31-2211（代）
URL : http://www.futabasangyo.com/

第98期 中間株主通信

証券コード：7241

FUTABA INDUSTRIAL CO.,LTD.

2011年4月1日    2011年9月30日

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月中に開催
剰余金の配当の基準日 期末配当　３月31日

中間配当　９月30日
上記のほか、剰余金の配当をすることができる。

株 主 名 簿 管 理 人 東京都港区芝三丁目33番₁号
中央三井信託銀行株式会社

同事務取扱場所 （〒460-8685）
名古屋市中区栄三丁目15番33号
中央三井信託銀行株式会社名古屋支店
0120-78-2031（フリーダイヤル）

同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社
　本店および全国各支店
日本証券代行株式会社
　本店および全国各支店

単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告の方法により行います。

ただし、電子公告によることができないやむを得
ない事由が生じた場合は、日本経済新聞および中
部経済新聞に掲載します。

上 場 証 券 取 引 所 東京および名古屋証券取引所

　株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会社証券
保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等が含まれている
場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換し
て、株主名簿にご登録いたしております。
　このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に
置換えられる場合がありますのでご了承ください。
　なお、株主様のご住所・お名前として登録されている文字については、お
取引の証券会社等（特別口座の場合は特別口座の口座管理機関である中央
三井信託銀行株式会社）にお問い合わせください。

[  株主メモ  ]

株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内

この報告書は環境に配慮
した植物油インキを使用
しています。
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